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図１ 気象庁において監視に使用している

東海地域の歪計の観測点の位置 

2005 年 7 月に東海地域で観測された短期的スロースリップに伴う歪変化とその監視 
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１ はじめに 

気象庁では，東海地震の直前予知を目的として， 

1976 年より東海地域に埋め込み式体積歪計（末廣，

1979）を順次整備，さらに 1997～2002 年にかけて石

井式の多成分歪計（石井・他，1992）を整備し，観

測データを 24 時間体制で監視している．最初の歪計

の整備以降約 30 年が経過したが，幸いなことに東海

地震は発生しておらず，これまでに前兆すべりを捉

える機会は無かった． 

2005 年 7 月 20～22 日にかけて，愛知県及び静岡

県西部の複数の歪計において，短期的スロースリッ

プイベントに伴う歪変化を初めて明瞭に観測した

（気象庁・気象研究所，2006）．今回捉えられた歪変

化は，東海地震の前兆すべりによるものではないが，

プレート境界のすべり現象によるものと言う点では

共通の現象である．このことは，気象庁が 30 年かけ

て構築してきた観測網及び現在までに整備してきた

解析ツールで，東海地震の前兆すべりを捉えられる

可能性を示しており，東海地震の予知業務における

意義は大きい．ここでは，今回の歪変化の概要と過

去事例の監視結果について報告する． 

 

２ 歪計で観測された変化 

気象庁において監視に使用している東海地域の歪

計の観測点の位置を図１に示す．これらの歪計のう

ち，佐久間，掛川，浜北，本川根，春野（本川根と

春野は静岡県設置）の５観測点については石井式の

多成分歪計であり，それぞれの観測点における水平

面内の四方向の線歪を観測している．その他の 16

観測点は体積歪計である． 

これら歪計の観測データの監視方法の概要につい

てまず述べる．歪計のデータには，潮汐（地球潮汐・

海洋潮汐）などの周期的な変化の他，気圧や降雨な

どさまざまな要因による変化が含まれているため，

潮汐，気圧，降水や磁気などの補正を施した上で，

データに有意な変化が無いかを監視している．具体

的には地震活動等総合監視システム EPOS（尾崎，

2004）で，補正したデータの 60 分，180 分，24 時間

（階差時間）の変化量（階差量）を計算し，その変

化量が一定値以上になった場合に，何らかの有意な 
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図２ 2005 年 7 月 20～22 日に観測された歪変化と愛知県の低周波地震回数 

網掛けは歪変化があった時期，※１は雨による変化，※２は観測点近傍の局所的な変化を示す． 

観測点名の右側の数字は多成分歪計の設置方位（北から時計回り），観測点名の下の数字はグラフ化する

際に除去した各観測点のトレンドを示す． 
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変化が生じた可能性があるとしてアラーム報知が行

われるようになっている．監視の基準となる値は観

測点ごとのノイズレベルに基づいて設定されている．

ここでのノイズレベルは，過去のデータから階差量

の頻度分布をそれぞれの観測点について求め，調査

対象期間内に 1 回発生する現象を捉えられる最小の

値として定義されている（小林・松森，1999）．実際

の業務においては，ノイズレベルの値をレベル１，

ノイズレベルの 1.2 倍から 1.8 倍（階差時間による）

をレベル２，ノイズレベルの２倍をレベル３として

運用しており，それぞれの個別の観測点でレベル２

以上になった場合，もしくは設定した２つの観測点

において、それぞれが２点同時ノイズレベル以上と

なった場合（同時監視）に，有意な地殻変動を検出

したことを示すアラーム報知が行われている．  

図２に今回の歪変化の様子を示す．7 月 20 日頃よ

り蒲郡，佐久間，浜北，春野などの歪計において，

通常とは異なる変化が同時に観測されはじめた．こ

れらの変化はその後も加速することなく同じ変化傾

向のまま継続し，7 月 22 日前後に変化がほぼ収まっ

た．これらの観測点のほかに，伊良湖，天竜，川根，

藤枝，掛川，本川根にも変化量は±1e-8 程度以下と

小さいながらも，同様の歪変化が観測された．また，

愛知県及び静岡県西部に設置されている気象庁以外

の複数の傾斜計や歪計にも同様な変化が観測された

ことが報告されている[（防災科学技術研究所，2006），

（産業技術総合研究所，2006）]． 

気象庁における歪計の観測データの監視では，7

月 20 日 18 時のデータで，三ケ日と蒲郡で同時監視

によるアラーム報知があった．三ケ日については別

の局所的な原因による歪変化であったが，他の観測

点でも小さいながら蒲郡の変化と同様の歪変化が確

認されており，そこで今回の広域な地殻変動を初め

て認識した．なお，現象が収束するまで個別の観測

点においてはいずれもレベル２に達することはなか

った． 

 

３ 低周波地震の活動 

気象庁の地震の一元化処理業務においては，1999

年 9 月より波形から深部低周波地震とみられる震源

のデータには便宜上「低周波地震」というフラグを

付けている．今回，歪変化が観測された期間に，愛

知県で深部低周波地震活動が活発化した．図３に

2005 年７月 20～22 日に観測された低周波地震の震

央分布を示す．愛知県のプレート境界付近は従来か

ら低周波地震活動が活発な地域であり（西出・他，

2000），今回，歪変化と同期して低周波地震活動が活

発化した場所も従来の活動域と重なる．図２には，

歪計の変化と比較するために，愛知県の低周波地震

の発生回数も示している．この図から，歪変化があ

った期間と，低周波地震活動の活発化した期間がほ

ぼ一致していることが分かる． 

 

４ すべり位置の推定 

東海地方のプレート間すべり推定ツールで（中村・

竹中，2004）この歪変化の要因となるすべりの推定

を行った．この解析ツールは，プレート境界面上に

一定間隔の格子点を設定し，それぞれの格子点です

べり現象を仮定して理論地殻変動を計算し，各観測

点で観測された歪変化と整合するか否かを調べ，す

べりの候補点（歪変化の要因の可能性があるすべり

の中心の格子点）と規模を推定するものである．各

格子点での断層は地震の相似則（宇津・他，2001）

に準じて推定する規模に応じた矩形の形状が仮定さ

図３ 2005 年 7 月 20 日～22 日の低周波地震の震

央分布 

黒色は 2005 年 7 月 20 日から 22 日までの期間の

低周波地震を示す．灰色は 2003年 1月 1日から 2004

年 12 月 31 日までの期間の低周波地震を示す． 
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れている．すべりのパラメータ（走向角，傾斜角，

すべり角）は，原田・他（1998）によるフィリピン

海スラブ上面の形状が用いられている．また，各観

測点の歪変化量には広域の歪変化量に補正するため

のキャリブレーション係数（気象研究所，1999）を

かけた上で，各種のノイズが混入していることを想

定して，変化量の半分から二倍までの範囲で整合す

るものを探索した．また，明瞭な歪変化量が無かっ

た観測点については，±1e-8 以下と言う条件も付し

ている．なお，ここで用いたキャリブレーション係

数は，遠地地震もしくは地球潮汐による理論地殻変

動と観測された歪変化を比較して算出されたもので，

実際の東海監視にも使用されているものである．こ

の解析ツールに用いられている手法は，歪変化がプ

レート境界面上のすべりで与えられると仮定してす

べりの位置を探索するもので，想定されるあらゆる

すべりの中でそこにしか合致する場所がないことを

示すものではないことに注意が必要である． 

その結果，図４のように愛知県のプレート境界面

上の楕円で示す範囲の中にすべりの中心を仮定した

場合に，観測データと適合することが分かった．推

定したすべりの大きさは，モーメントマグニチュー

ド（Mw）に換算すると 5.7 程度であり，相似則によ

ると長さ 11km，幅 6km の断層に相当する．図４に

は同じ期間に発生した低周波地震の震央分布も重ね

て示してある．今回の現象は，すべりの中心が分布

する範囲と，低周波地震の震央分布がほぼ重なって

おり，プレート境界面上のすべりを検出できたと言

えよう．防災科学技術研究所(2006)も，傾斜計のデ

ータを使って解析を行い，断層の形状やすべり量は

異なるが，ほぼ同じ場所に Mw5.8 の規模のすべりを

推定している． 

従来から，愛知県から三重県にかけての一帯や四

国のような深部低周波微動の発生する領域では，同

種のすべり現象である短期的スロースリップイベン

トが起きていることが Obara et al. (2004)によって見

出されていた．今回の短期的スロースリップイベン

トは，気象庁が東海地域に展開している歪計の観測

網から若干離れた所で発生したが，これによる歪変

化を観測し，歪変化量からプレート境界面上のすべ

りの位置やモーメントを推定することができた．歪

変化はすべりの速度に依存し，想定される東海地震

の前兆すべりがどのような時間経過をたどるのかは

不明である．しかし，現状の歪計観測網と解析ツー

ルを用いてプレート境界面上で発生したすべりを検

出できたことは，東海地震の前兆すべりを検出でき

る可能性を示しており，東海地震の予知業務におけ

る意義は大きい． 

 

５ 過去事例における監視結果 

愛知県の短期的スロースリップイベントについて，

詳細な過去調査の結果，小林・他（2006）によると，

1999 年以降少なくとも 20 回の短期的スロースリッ

プイベントがあったことが確認されている．すなわ

ち，過去 20 回近く地下で何らかのすべり現象があっ

たにも関わらず，現在の監視方法ではこれまですべ

り現象に伴う歪変化を検知できなかった．そこで，

小林・他（2006）で確認された事例について監視レ

ベルとの対応を調査し，検知に向けた対策を検討す

る．表１に短期的スロースリップイベントの過去事

例を示す．1999 年以降に発生した短期的スロースリ

ップイベントについて，いずれも単独観測点ではレ

ベル２以上の基準には達しておらず，アラーム報知

で知らせるほど大きな歪変化に達していなかったこ

とがわかる．また，2003 年 5 月と 11 月に蒲郡と佐

久間で同時にレベル１に達しているが，2005 年 7 月

の時点まで同時監視に設定されていたのは隣接する

図４ 歪変化の要因の可能性があるすべりの中心が

分布する範囲と低周波地震の震央分布 

低周波地震はＭが 0.2 より大きいものを示す． 

楕円が歪変化の要因となるすべりそのものを示す

わけではないことに注意が必要である． 
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観測点の組み合わせのみで，佐久間と蒲郡の組み合

わせによる同時監視を行う設定は無かった．もし，

若干離れた佐久間と蒲郡の組み合わせで同時監視を

行う設定があれば，もう少し早い段階において短期

的スロースリップイベントを認識していた可能性が

ある．そこで気象庁では，2005 年 7 月の短期的スロ

ースリップイベント発生直後に同時監視のための観

測点の組み合わせを大幅に増やし，歪計の観測デー

タの監視を強化した．なお，小林・松森（1999）に

よる２点同時ノイズレベルには相当な調査時間を要

するため，新たに設定した同時監視の基準値は簡易

的にそれぞれの単独観測点のノイズレベルを設定し

ている．  

 また表１より，体積歪計よりも多成分歪計の方が

短期的スロースリップイベントに伴う歪変化を良く

捉えていることもわかる．蒲郡以外の体積歪計に変

表１ 短期的スロースリップイベントの過去事例 

歪変化 低周波地震 
年 

開始 終了 開始 終了 

変化のあった観測点 

（○の数字はレベルに達したもの） 

推定された 

マグニチュード

1999 9/3 9/9 9/9 9/10 蒲郡①・佐久間 5.5～5.6 

2000 2/26 2/27 2/26 2/26
伊良湖・蒲郡・天竜・川根・藤枝・

佐久間・本川根 
5.5～5.6 

4/10 4/13 4/10 4/13
伊良湖・蒲郡・三ケ日・佐久間①・

本川根 
5.6 

6/2 6/5 6/2 6/8 佐久間・本川根 5.7 
2001 

9/6 9/9 9/6 9/10 佐久間・本川根 5.3～5.6 

9/22 9/24 9/22 9/23 佐久間・本川根・浜北 5.3 
2002 

11/26 11/27 11/26 11/28 蒲郡①・掛川・佐久間・浜北 5.4～5.5 

2/14 2/16 2/13 2/16 掛川・佐久間①・本川根・浜北 5.4～5.6 

5/30 6/3 5/31 6/3
蒲郡①・掛川・春野・佐久間①・本

川根・浜北 
5.9 

9/16 9/17 9/16 9/17 佐久間・浜北 5.3～5.5 

10/9 10/11 10/10 10/11 佐久間①・本川根・浜北 5.3～5.4 

2003 

11/6 11/8 11/7 11/8
蒲郡①・掛川・春野・佐久間①・本

川根・浜北 
5.7 

1/1 1/3 12/31 1/4 春野・佐久間・本川根 5.5～5.6 

2/9 2/11 掛川・春野・佐久間・本川根 5.5～5.6 

2/13 2/17 
2/10 2/16

蒲郡・掛川・春野・佐久間 5.6 

4/3 4/7 4/4 4/7 掛川・春野・佐久間 5.2～5.3 

6/26 7/2 6/25 7/1 蒲郡・掛川・佐久間・本川根・浜北 5.6～5.7 

11/21 11/23 11/20 11/23 佐久間・本川根 5.2～5.7 

2004 

12/17 12/19 12/18 12/21
伊良湖・蒲郡①・三ケ日・春野・佐

久間・本川根・浜北 
5.6 

5/28 5/30 5/28 6/1 佐久間・本川根 5.4 

2005 
7/20 7/22 7/20 7/23

伊良湖・蒲郡①・天竜・川根・藤枝・

掛川・春野・佐久間①・本川根・浜

北 

5.7 
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化が現れているのは，20 例中わずか 4 例のみである．

この理由として，多成分歪計は短期的スロースリッ

プイベントが発生している領域に近い所に設置され

ていることや，埋設深度が深いため降水の影響を受

けにくく，体積歪計よりもノイズレベルが低いこと

が挙げられる．また，多成分歪計は１成分だけでな

く，複数成分から主歪の大きさや方向の情報を得る

ことができるため，すべりの推定に際しては非常に

有効である．多成分歪計の導入が無ければ，ここま

で明瞭に短期的スロースリップイベントによる歪変

化を捉えられなかったかもしれない．  

 さらに，これらの過去事例について，今回と同様

にすべり位置と規模の推定を行った．その結果，2005

年 7 月の事例と同様，歪変化量から推定したすべり

の中心が分布する範囲と，同じ時期に発生した低周

波地震の震央分布がほぼ重なっていることが確認で

きた．過去事例の中には，明瞭な歪変化をした観測

項目が少なかった事例も含まれており，これらにつ

いて明瞭な歪変化をした観測データのみですべりの

中心を探索すると，低周波地震の発生した領域以外

にもすべりの中心の範囲が大きく広がりやすい．し

かし，明瞭な歪変化が無かった観測点については歪

変化量が±1e-8 以下であったという条件を加えるこ

とによってすべりの中心の範囲が狭まり，それらの

事例でも歪変化量から推定したすべりの中心が分布

する範囲と低周波地震の発生した領域がほぼ重なっ

ている事が確認できた．また，この解析ツールによ

るすべりの規模の推定では，2003 年 5 月の Mw5.9

が最大で，Mw6.0 以上のものは無かった． 

 

６ おわりに 

2005 年 7 月に愛知県の短期的スロースリップイベ

ントに伴う歪変化が発生した．歪変化の発生当初は，

その発生原因について把握することができなかった．

しかし，低周波地震の発生と時間的に一致している

こと，歪変化から推定したすべりの位置が低周波地

震の震央分布と重なっている事が次々と明らかとな

り，この歪変化が短期的スロースリップイベントに

よるものであることを把握することができた．短期

的スロースリップイベントに伴う歪変化は個々の観

測点についてはノイズレベル前後の大きさのため，

気象庁では過去 20 回に渡ってすべり現象を検知す

ることができなかった．しかし，プレート境界上に

おけるすべり現象をできるだけ小さい段階から把握

しておく必要があるため，以下の対策を施した． 

・低周波地震のうち愛知県周辺で発生した回数をカ

ウントし，監視画面において歪の観測データと並

べて表示させるようにした． 

・歪の同時監視のための観測点の組み合わせを大幅

に増やした． 

このような対策によって，2006 年 1 月及び 8 月に

も短期的スロースリップイベントが発生したが，こ

の現象の状況をリアルタイムに捕捉することができ

た． 

今後は，気象庁以外の傾斜計や歪計についても同

時監視に組み込めるよう，監視の高度化に取り組ん

でいく予定である．また，現在の監視はノイズレベ

ルと同程度の現象まで把握することが期待されてい

る．このためには，常に歪計のトレンド除去や潮汐

や気圧といった各補正係数を適切に保っていく必要

があるだろう． 

短期的スロースリップイベントのリアルタイムで

の監視及び解析で培った経験は，東海地震の想定震

源域に前兆すべりが生じた場合でも活用されること

が期待される． 

 

謝辞 

この解析には，国土地理院，北海道大学，弘前大

学，東北大学，東京大学，名古屋大学，京都大学，

高知大学，九州大学，鹿児島大学，独立行政法人防

災科学技術研究所，独立行政法人産業技術総合研究

所，独立行政法人海洋研究開発機構，青森県，東京

都，静岡県，神奈川県温泉地学研究所，横浜市及び

気象庁のデータを用いて，気象庁と文部科学省が協

力して処理した一元化処理結果を使用した．ここに

記して感謝する．また，気象研究所の小林昭夫氏に

は丁寧に査読をしていただき，本報の改善にあたり

多数の適切な助言をいただいた．あわせてここに感

謝の意を表する． 

 

参考文献 

石井紘・松本滋夫・平田安廣・山内常生・高橋辰利・鈴

木喜吉・渡辺茂・若杉忠雄・加藤照之・中尾茂(1992)：

新しい小型多成分ボアホール歪計の開発と観測，地球

惑星科学関連学会 1992 年合同大会予稿集，C22-03． 

宇津徳治他編（2001）：地震の事典（第２版），朝倉書店，



2005 年 7 月に東海地域で観測された短期的スロースリップに伴う歪変化とその監視 

－41－ 
 

676pp． 

尾崎友亮 （2004） ：新 EPOS（Earthquake Phenomena 

Observation System : 地震活動等総合監視システム）

の紹介，験震時報，68，57-75． 

気象研究所（1999）：今津観測点石井式３成分歪計で観

測された 3 月 16 日滋賀県北部の地震のコサイスミッ

クステップ，62，428-431． 

気象庁・気象研究所（2006），歪計により観測された東

海地域の短期的スロースリップ，地震予知連絡会会報，

75，431-437． 

小林昭夫・松森敏幸 （1999） ：埋込式体積歪計のノイ

ズレベル調査及び異常監視処理，験震時報，62，17-41． 

小林昭夫・山本剛靖・中村浩二・木村一洋（2006），

歪計により観測された東海地域の短期的スロースリ

ップ(1984～2005 年)，地震第２輯， 59，19-27． 

産業技術総合研究所（2006）：愛知県東部の低周波地震

に関連した産総研豊橋・豊橋東観測点の歪変化，地震

予知連絡会会報，75，410-417． 

末廣重二（観測部地震課）（1979）：地殻変動連続観測と

埋込式歪計（Ⅰ），測候時報，46，9-25． 

中村浩二・竹中潤 （2004）: 東海地方のプレート間す

べり推定ツールの開発，験震時報，68，25-35． 

西出則武・橋本徹夫・舟崎淳・中沢博志・岡正善・上野

寛・山田尚幸・笹川巌・前田憲二・杉本和信・高嶋鉄

也（2000）：地震データの一元的処理により把握され

た地殻下部の低周波地震活動，地球惑星科学関連学会

合同大会予稿集，Sk-P002． 

原田智史・吉田明夫・明田川保 （1998）: 東海地域に

沈み込んだフィリピン海プレートの形状と地震活動， 

地震研究所彙報， 73， 291-304． 

防災科学技術研究所（2006）：東海地域における短期的

スロースリップイベントと深部低周波微動活動，地震

予知連絡会会報，75，375-379． 

Obara, K.，H. Hirose, F. Yamamizu, and K. Kasahara 

（2004）: Episodic slow slip events accompanied by 

non-volcanic tremors in southwest Japan subduction zone， 

Geophys. Res. Lett. ，  31 （ 23 ）， L23602 ，

doi:10.1029/2004GL020848． 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


